































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　これに対して、 『古事記』 は、 次の三天皇即位の必然性、 さらに、














































之日賣命の嫉妬を利用することで宇遅能和紀郎子兄妹たちの血統を排除すること〕 を描くところに主眼があっ のである。 そして、その目的は、仁徳 石之日賣命の結びつきのみが存続 とによって、その血統が唯一皇位を継承していくという必然性を保証することにあったのだと考えたい。注（１） 　「石之日売皇后の物語」 （ 『天皇の系譜と神話』二 　塙書房 　一九
七六年六月 　三六五～三六六頁）
（２） 　「石之日売の悲しみ」 （ 『古事記年報』三十一 　古事記学会 　一九
八九年一月）
（３） 　「記紀における歌謡と説話 研究 　歌と神話の文学的表
〔　　〕
現』 　おうふう 　一九九四年十二月 　二六九頁）
（４） 　「磐姫皇后─嫉妬深い女性」 （ 『国文学 　解釈と鑑賞』六十五‐８ 　
至文堂 　二〇〇〇年八月）
（５） 　前掲 （１） 　三七四～三七五頁（６） 　「石之日売の嫉妬物語を読む──歌と物語の交渉──」 （ 『古事記
研究大系９ 　古事記の歌』高科書店 　一 九四年 一〇八～一〇九頁）
（７） 　「 「鎮まり坐す」とは、八千矛神が大和へ上るのを思いとどまり、
そのまま二神和合して鎮座したことをいう。 」 （山口佳紀・神野志隆光校注 　新編日本古典文学全集『古事記』小学館 七 六九一頁）
（８） 　「二首の贈答歌に引き続いて、八田若郎女の名代として八田部を
定めたという記事が、 「故」という語で繋がれているのは、いかにも唐突の感があるが、よく見ると「子持たず」 「独り居りとも の歌詞に、御子が生まれなかったという意味を持たせて、 「故」という語で繋いでいるらしいのである。 」 （土橋寛『古代歌謡全註釈 　古事記篇』角川書店 　一九七二年一月 　二六二頁）
（９） 　履中以下三代の天皇の母が石之日賣命であることを指摘した論と
して吉井前掲 （１） や阿部誠「后妃の物語 王権─古事記・女鳥王の造形をめぐって─」 （ 『古事記年報』三十四 　古事記学会 　一九九二年一月）などがある。ただし吉井論はこの背景に葛城氏の影響 想定し、阿部論はこれを後宮后妃間の葛藤の問題へ 置換としている。
（
0） 　「女鳥王が「速総別の御襲が料」と答えたことは、私は速総別王の妻だということを宣言したのも同然であり、仁徳天皇 問いに対しては、挑戦的な解答といわねばならない。 」 （土橋前掲 （８） 　二六六頁） 、 「速総別王の襲衣 織っているの と答え は結婚したことを明らかにするもの。そこには天皇への反発と、挑発的な語気ある。 」 （ 『新全集』前掲 （７） 　三〇〇頁）など。また、守屋俊彦「女鳥王物語の原型」 （ 『古事記研究──古代伝承と 謡──』三弥井書
店 　一九八〇年十月）は、この時女鳥王が衣服を織っていたことに注目し、 「本来は大雀命も速総別王も一人の天皇有資格者であり、それが大神の高級巫女である女鳥王 託宣を聞き、神衣を授かり、天皇の地位に即くというようなことだったのではないだろうか」とする。
（
） 　荻原千鶴「女鳥王──説話の発展とその周辺──」 （ 『国語と国文学』五十九‐十一 　一九八二年十一月）は、この主体性に注目し、当該女鳥王の反逆物語の原型を 鷹狩の反映した の説話」と想定する。
（







































































































































































































































































































なり、 」 （ 『 全集』第十二巻 　筑摩書房 　一九七四年三月一二一頁）であり、八田若郎女に対して 后妃としてのしかるべき処遇が されていないことを表わ 。
（
） 　宇遅能和紀郎子については、二〇〇九年度早稲田大学国文学会秋季大会（於早稲田大学）にて「 『古事記』におけ 宇遅能和紀郎子の位置づけ」 と題した口頭発表を行った。記・紀の相違点に着目し『古事記』における宇遅能和紀郎子は、 『日本書紀』に比して、より強力で純粋な「神聖さ」を体現しており、最期まで大雀命の対抗馬として、より天皇たりえた存在として描かれていると指摘した。詳細については改めて別稿で論じたい。
（
） 　「宮主矢河枝比売の名からも察せられるように、この女は水の巫女としての性格があり、したがって応神天皇との結婚は「聖婚」ともいうべき特質をもつ。これは、その間に出来る宇遅能和紀郎子が聖なる御子であって、皇位継承者にふさわしいこ を示す布石ではないかと考える。 」 （西宮一民 　新潮日本古典集成『古事記』新潮社 　一九七九年六月 　一八九頁） 「応神が巡幸途上におい 矢河枝比売に出逢い、 「汝は誰が子ぞ」と問うて求婚するのは、笠沙の御前での 「誰が女ぞ」 に始ま 、迩々芸命の木花佐久夜毘売求婚に匹敵その婚姻の結果として誕生した宇遅能和紀郎子は、神子 位置 占めると言いうる。 」 （荻原千鶴「 『古事記』 構想と天皇像」 （ 『日本古代の神話と文学』塙書房 　一九九八年一月 　二八九頁） ）など。
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〇年十一月）により、細注は省略し 。 『日本書紀』の引用は新編日本古典文学全集『日本書紀②』 （小島憲之・直木孝次郎・西宮一民・蔵中進・毛利正守校注・訳 　小学館 　一九九六年十月）によった。但し、歌謡の書き下しは私案により一部改めた。
